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2021年度総会を行います 
兼ね４月例会を行います 

 

総会では 

2020 年度会計決算報告、総括、2021 年度役員人事承認、活動方針、予算案を審議します。 

4 月例会では 

消防団員報酬についての監査請求後の活動方針やその他の情報共有をしたいと思います。 

なお、コロナが収束していないので、以下の点に御配慮ください。 

会議室での注意 

 コロナウイルス感染防止のため、会場への入場に配慮が必要になっています。 

① 熱がある方は参加をご遠慮ください。 

② マスクの着用をお願いします。 

③ 会議室内に消毒液が用意してありますので、消毒をお願いします。 

④ 会議室内では密接にならないよう配慮ください。(りぶら側で椅子が半分に減らされ

ていますので、接近しないようにしてください) 

⑤ りぶら内で感染が発生した場合、名簿を提供する場合がありますので、会員外の方

は当日住所、お名前をお知らせください。 

 

2021年度はりぶら１０２Aで行います 

４月総会兼例会 

 ４月６日（火）ＰＭ７時００分～始めます。 
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皆さんに振込取扱票を同封しています。 

２０２１年度会費およびカンパをいただけたら幸いです。 

強制するものではありません。 

http://onbuds-okazaki.org/
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２年間出動実績のない幽霊消防団員の報酬に

ついて返還を求める監査請求を行いましたが、

一部却下、一部棄却となりました。 

 
 前号でお知らせした監査請求について、1 月 15 日に陳述を行いました。しかし残念

ながら、団員本人に聴取することなく、消防団長や消防本部の職員からの聴取のみで終

え、2 月 10 日付けで、一部却下、一部棄却の判断が監査委員から示されました。 

 しかし、この判断に事実確認を正確に行った痕跡が見られません。監査制度をない

がしろにする大きな誤りがあると考えます。監査委員に猛省を促したいと思います。 

さて、決定に不服があったので、聞き取り調査の聴取録や提出資料、会議次第などを

情報公開請求したのですが、会議の席順しか開示されませんでした。 

しかし、わかったことがあります。ひとつは、報酬の返還を求めた該当の消防団員に

全く聞き取り調査をしていないこと。そして、消防本部及び消防団団長の聞き取りにつ

いては活動日誌等の提出を求めなかった（監査委員事務局荻野次長談）。聞き取りのみ

で事実認定をしたということですが、どうして正確な確認が出来るのでしょうか。 

つぎに、服務内容です。消防団員の報酬については「岡崎市消防団条例」にかかれて

いますが、服務内容の詳細はありません。 

消防団員の報酬を受けるべき服務内容については、「岡崎市消防団規則」に書かれて

います。一般団員の業務として、庶務班、消防班、機関班という分担や、消防団として

勤務日誌を備えることが定められています。 

庶務班は会計や庶務一般（おかないことが出来る）の業務、消防班は火災出動、消防

水利、救助や救護を行う業務、機関班は消防ポンプなどの整備、消防機材機器の保全を

行う業務と定められています。 

監査委員は、消防団員に活動実績があったと認定する場合、どの業務にいつ従事した

か確定する必要があるのにしていません。さらに各消防団に勤務日誌を備えることが

義務づけられているのに、確認することすら怠っています。また、1 月 9 日の関係人の

聞き取り調査に監査委員のどなたも出席されず、事務局職員が行っていますが、監査委

員に代わって聴取する権限を委任する意思決定や内容の指示すらしていない（先の荻

野次長談）のです。これでよく監査したといえたものです。監査委員に反省を求めたい

と思います。 
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（添付 1）                        2021 年 1 月 15 日 

陳述書 

市民オンブズ岡崎 渡邉研治 

 

市民オンブズ岡崎では、2015 年 5 月に匿名の消防団員の方からメールをいただき、報

酬が消防団員本人にわたっていない現実を知り、2015 年 12 月 24 日に岡崎市消防本部に

報酬及び出動手当を本人に直接支給するように申し入れを行いました。2016 年 1 月 27 日

には岡崎市消防本部より消防団長の口座一括支給から本人口座に移行する旨の回答をい

ただきました。10 月 12 日には消防本部に出向き、本人口座への支給とすることを再確認

しました。 

本人口座への振込であれば、まったく活動実績がない団員はおやめになるか、報酬に受

け取りを遠慮なさるかと思いましたが、2017 年度の活動実績を調査したところ、20 名の

活動実績がない団員を発見することになりました。当方では消防団員へ支給された報酬、

出動手当を団長等が回収されているといううわさも入ってきましたので、幽霊団員を生じ

させないことも含め、出動実績がない団員からは報酬の返納を求めるよう 2018 年 12 月に

消防本部に提案しました。岡崎市消防長からは 2019 年 2 月に回答をいただき、20 名のう

ち年度内に 10 名の方が退団されており、うち 4 名には活動記録があること、現役団員 10

名のうち 4 名は活動記録が残っている、6 名については活動実績がないけれど 2016 年又

は 2018 年には活動実績がある旨の回答がありました。ちょうど 2018 年 11 月には毎日新

聞で幽霊団員の話題も記事になっており、以後は改善されるだろうと期待しました。 

ところが、2018 年度にもやはり活動実績がない団員がいらっしゃいました。このとき

は 2017 年度、2018 年度の 2 年間で 1 回以下の団員を抽出し、返納または減額規定を設け

るよう要望しました。上記団員について翌年も調査したところ、し何ら改善されることな

く、2018 年度、2019 年度 2 年間にわたって活動のない 3 名の団員を再び発見することに

なりました。 

これは、確信的な幽霊団員でしかありません。報酬の詐取となりますから、当該団員か

らの返納を求めるのは当然であり、「市民オンブズ岡崎」」はこれを黙認してきた岡崎市

消防長はじめ会計担当も共同責任があると考えますので、連帯して返納するよう求めたも

のです。 

なお、2020 年 12 月 28 日には毎日新聞に全国の消防「幽霊団員」について、大きく掲載

されていましたので、検討の参考にしてください。（添付省略） 

 

 

 

 


